交通安全校内放送（児童読み上げ用）～歩く・渡る～　交通 (こうつう)安全 (あんぜん)についての放送 (ほうそう)です。
皆さん (みな)が事故 (じこ)にあわないように、交通 (こうつう)安全 (あんぜん)の約束 (やくそく)を放送 (ほうそう)しますので、しっかり守りましょう (まも)。
○　１つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「道路 (どうろ)には飛 (と)び出 (だ)さない」です。
　　車 (くるま)はすぐには止 (と)まれません。
　　道路 (どうろ)に飛 (と)び出 (だ)して車 (くるま)にぶつかると、大 (おお)けがをします。
　　ボールが道路 (どうろ)に転 (ころ)がったり、友達 (ともだち)が道路 (どうろ)の向 (む)こうにいても、飛 (と)び出 (だ)さず、必 (かなら)ず止 (と)まって安全 (あんぜん)を確認 (かくにん)しましょう。
○　２つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「横断 (おうだん)歩道 (ほどう)を渡 (わた)ろう」です。
　　近 (ちか)くに横断 (おうだん)歩道 (ほどう)がある時 (とき)は、横断 (おうだん)歩道 (ほどう)を渡 (わた)りましょう。
　　信号 (しんごう)がある時 (とき)は、青 (あお)信号 (しんごう)で渡 (わた)りましょう。
　　青 (あお)信号 (しんごう)がチカチカし始 (はじ)めた時 (とき)は渡 (わた)らずに、次 (つぎ)の青 (あお)信号 (しんごう)になるまで待 (ま)って渡 (わた)りましょう。
○　３つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「横断 (おうだん)歩道 (ほどう)の渡 (わた)り方 (かた)」です。
　　横断 (おうだん)歩道 (ほどう)を渡 (わた)る時 (とき)は「止 (と)まって、見 (み)て、合図 (あいず)を出 (だ)して、待 (ま)って」渡 (わた)りましょう。
　　まず、道路 (どうろ)から少 (すこ)し離 (はな)れた場所 (ばしょ)で止 (と)まりましょう。
次 (つぎ)に、車 (くるま)が来 (き)ていないか、右 (みぎ)と左 (ひだり)をよく見 (み)ましょう。
　　次 (つぎ)に、運転手 (うんてんしゅ)さんに気付 (きづ)いてもらうために、大 (おお)きく手 (て)を上 (あ)げて合図 (あいず)を出 (だ)しましょう。
最後 (さいご)に、車 (くるま)が止 (と)まってくれるのを待 (ま)ってから、渡 (わた)りましょう。　　
○　４つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「止 (と)まっている車 (くるま)の前 (まえ)や後 (うし)ろを渡 (わた)らない」です。
　　止 (と)まっている車 (くるま)の前 (まえ)や後 (うしろ)ろを通 (とお)って道路 (どうろ)を渡 (わた)ろうとするのは止 (や)めましょう。
　　車 (くるま)は私 (わたし)たちの体 (からだ)よりも大 (おお)きいので、止 (と)まった車 (くるま)の前 (まえ)や後 (うしろ)ろを通 (とお)って道路 (どうろ)を渡 (わた)ろうと
すると、車 (くるま)の運転手 (うんてんしゅ)さんからは私 (わたし)たちの姿 (すがた)が見 (み)えません。
　横断 (おうだん)歩道 (ほどう)のない道路 (どうろ)を渡 (わた)る時 (とき)は、止 (と)まった車 (くるま)から離 (はな)れた場所 (ばしょ)を渡 (わた)りましょう。　
○　５つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「道路 (どうろ)や駐 (ちゅう)車場 (しゃじょう)では遊 (あそ)ばない」です。
　　道路 (どうろ)では、いつ車 (くるま)が来 (く)るかわかりません。
　　道路 (どうろ)で遊 (あそ)んでいると、走 (はし)って来 (き)た車 (くるま)にぶつかるかもしれません。
　　また、駐車場 (ちゅうしゃじょう)では、止 (と)まっている車 (くるま)が急 (きゅう)に動 (うご)き出 (だ)すかもしれません。
　　遊 (あそ)ぶときは公園 (こうえん)や広場 (ひろば)など、車 (くるま)が来 (こ)ない場所 (ばしょ)で遊 (あそ)びましょう。





















交通安全校内放送（児童読み上げ用）～自転車に乗る～　交通 (こうつう)安全 (あんぜん)についての放送 (ほうそう)です。
　自転車 (じてんしゃ)に乗 (の)る時 (とき)の約束 (やくそく)を守 (まも)って安全 (あんぜん)に乗 (の)りましょう。
○　１つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「ヘルメットをかぶろう」です。
　　自転車 (じてんしゃ)で転んだ (ころ　　)時 (とき)、頭 (あたま)をぶつけると大 (おお)けがをしてしまいます。
　　ヘルメットをかぶって、大事 (だいじ)な頭 (あたま)を守り (まも　　)ましょう。
　　転 (ころ)んだ時 (とき)に外 (はず)れないように、あごひももきちんと付 (つ)けましょう。
○　２つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「点検 (てんけん)をしよう」です。
[bookmark: _GoBack]　　自転車 (じてんしゃ)は、乗る (の　)前 (まえ)に点検 (てんけん)しましょう。合言葉 (あいことば)は「ぶ・た・は・しゃ・べる」です。
　　「ぶたはしゃべる」の「ぶ」はブレーキです。ブレーキは効 (き)きますか？
　　「ぶたはしゃべる」の「た」はタイヤです。タイヤの空気 (くうき)は入 (はい)っていますか？
　　「ぶたはしゃべる」の「は」は反射材 (はんしゃざい)です。反射材 (はんしゃざい)やライトは付 (つ)いていますか？
　　「ぶたはしゃべる」の「しゃ」は自転車 (じてんしゃ)の車体 (しゃたい)です。ハンドル、サドル、ライト、ペダル
は大丈夫 (だいじょうぶ)ですか？
　「ぶたはしゃべる」の「べる」は自転車 (じてんしゃ)のベルです。ちゃんと鳴 (な)りますか？
　安全 (あんぜん)に乗 (の)るためにも、しっかりと点検 (てんけん)しましょう。
○　３つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「自転車 (じてんしゃ)は、車 (くるま)の仲間 (なかま)」です。
　　　自転車 (じてんしゃ)は、道路 (どうろ)のどこを走 (はし)らなければいけないか、知 (し)っていますか？
　　　自転車 (じてんしゃ)は車 (くるま)の仲間 (なかま)なので、車 (くるま)と同 (おな)じように、道路 (どうろ)の左側 (ひだりがわ)を通 (とお)りましょう。
　　　また、小学生 (しょうがくせい)の私たちは自転車 (じてんしゃ)で歩道 (ほどう)を通 (とお)ることができますが、歩道 (ほどう)は歩 (ある)く人 (ひと)のため
の道路 (どうろ)です。
　歩道 (ほどう)を通 (とお)る場合 (ばあい)は、車道側 (しゃどうがわ)をゆっくり通 (とお)り、歩 (ある)いている人 (ひと)とぶつかりそうな時 (とき)は、必 (かなら)ず
止 (と)まりましょう。
○　４つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「ライトをつけよう」です。　　
　　暗 (くら)い夜道 (よみち)を走 (はし)る時 (とき)は、必 (かなら)ずライトをつけましょう。
ライトがついていると前 (まえ)が見 (み)やすいだけでなく、車 (くるま)や歩く (ある　　)人 (ひと)もみなさんに気付いて (きづ　　　)くれ
て、ぶつからないように注意 (ちゅうい)してくれます。
　　暗 (くら)くなってきたら早 (はや)めにライトをつけて、車 (くるま)や人 (ひと)にぶつからないようにしましょう。
○　５つ目 (め)の約束 (やくそく)は、「安全 (あんぜん)に、自転車 (じてんしゃ)に乗ろう (の　　)」です。
　　傘 (かさ)を差 (さ)したまま自転車 (じてんしゃ)に乗 (の)ったり、二人 (ふたり)乗 (の)りは、転 (ころ)びやすくなるので危 (あぶ)ないです。
　　スピードを出 (だ)しすぎたり、友達 (ともだち)と横 (よこ)に並 (なら)んで走 (はし)ると、車 (くるま)や人 (ひと)がいてもよけられません。
　　事故 (じこ)にあわないために、安全 (あんぜん)に自転車 (じてんしゃ)に乗 (の)りましょう。


